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がら、
明らかに毛沢東政治へ
の
もかく、
周恩来の遺影が際にか

らかにオ
ルガナイ
ザー
が
塞
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どをそれ以後
議していない
こ

月
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主
主設
批判がそこに合意されていた
か
かげられたとき、
大衆のあいだ
たのであり、
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意その
仕掛
ととともに、
事態の本
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毛沢東の
雲仙の
苧
楊閥惑の
ったという事実が
物語るものは
が、
そ
うした

露塁の
処断では
回の一
連の一事般のなかには、
庄
内

川
一

去る四月四日
注
意
の
天

芝山すζとによって、
きわめ
璽く深い。
つまり
彼らは
習か
すまされない不
芝、
今回の一

倒的
委
員小平
警のなかに
一

動
一
安門前広
湯での
大
宅反乱u
以
て痛
然に江育
費
震
でた
人
に毛沢
東
横歌のかわりにインタ

奪
還は
葉
返してしまっ

一方では周
恩来
君、
他方
喜
一

評
由
来、
中国の
政治の勤きは急
速な

言
寄ったζと
巴
歪れ
るよ

ーをうた
さとを自発的に
受
た。

書
留の邸
語があったと
伝
…

空
皮肉

害、
邸小平・
悶首相は
うに、
とりわけ毛沢

喜の
家
だのであった・

私は半月
棄の前回のこの
欄
えられたが、
との
妻は象徴的一

円
相
すべての会職事調
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と書いた。

日

一
位いが、
いわゆる党中央H文革派
父長
控
室への
習が続みと

とはいえ、
中国のような国家
で、
周
翼線儀のあとの中国の

右のような文
脈のなかで一
月
山

τ
与えた
衝撃と動指は大きかっ
れるζとであっ
た。
そのように

痛の国において
数十万の大衆

読にふれ、
「この
辺の問題は

一九日
にすでに今回の天安門前
一

一
たのであるが、
今回の天
需
前
して政治
主
脅している江宵
笠
夜のうちに天安門前広場に
周
恩来
を
毒して全国各地
主

意
品
種の
惑が生じてい
こ

何
事件は、
その性格においても、
夫
人らにたいし、
放・
周恩来首
相思まり、ときあたかも「走資派」
献ぜられた花輪が一
月一
九日を
ととを紹介した新聞は、
は
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叩

苧

震においても、
社会
義国家
相はつねに国
語使命
電
話
批判のさなかに、
そのうち数万
拐して天
安門
前広場から撤去さ
ずもζの『月隅評論』
のみとい
町

一

括聞を見ないものである。

した会
理政治家であり、
指導
が大衆的な反
習を
展開したと
れたζと、
『
人民
暴
言
お
うζとになった。

付

叩

今回の
事件が深刻であるのは
者であったこと
房帝国民衆は
訴
いうようなζとが、
完全に自然
会筑紙稔が周
恩来追悼の
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